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研究成果の概要（和文）：視覚パタンのランダムさの知覚に陰性残効が生じる (Yamada, Kawabe, & Miyazaki. 
2013)．本研究は，この心理物理学的発見に基づく仮説の検証を通じて，ランダムネス判断の神経基盤を明らか
にすることを目的とした．機能的磁気共鳴画像法による脳機能測定の結果，本研究の仮説どおりにランダムネス
判断に関連する脳活動が外側後頭複合体に認められた．加えて，頭頂-前頭領域にもランダムネス判断に関連す
る脳活動が観測された．これらの関連脳部位間の機能的結合を検証した結果，視覚パタンのランダムネス判断に
視-触覚マルチモダルネットワークが関与していることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：A negative after-effect occurs in the perception of visual pattern 
randomness (Yamada, Kawabe, & Miyazaki. 2013). The psychophysical properties of the aftereffect 
predicted that the lateral occipital complex (LOC) is involved in the perceptual judgments of visual
 pattern randomness. In this study, we aimed to identify the neural basis of randomness judgment. 
Using functional magnetic resonance imaging, we found that the LOC was activated in association with
 randomness judgment, which was consistent with our hypothesis. In addition, the parietal-frontal 
areas were also activated during randomness judgment. We then tested the functional coupling among 
the brain areas associated with randomness judgment. The results suggested that the visuo-tactile 
multimodal network is involved in the judgment of visual pattern randomness.

研究分野：身体教育学 (脳高次機能学)，認知神経科学，心理物理学
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１．研究開始当初の背景 
 日頃，我々は何気なくランダムなパタンと
秩序だったパタンを見分けている．このよう
な知覚判断能力は，チームの陣形やフィール
ドの状態の把握などのスポーツ場面，さらに
は，ものづくりやアートの現場など，我々の
日常における様々な知覚スキルの形成に関
与しているはずである．しかし，そのランダ
ムネス判断を支える脳の仕組みは明らかに
なっていなかった． 
 この研究に先立ち，山田らは視覚パタンの
ランダムさの知覚に順応 (パタンランダム
ネス残効; 図 1) が生じることを発見し，さ
らにパタンランダムネス残効が方位選択性
および輝度極性非選択性を有することを明
らかにした (Yamada, Kawabe, & Miyazaki. 
2013, Sci Rep 3: 2906)．  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

図 1. パタンランダムネス残効. ランダムさの大きな視

覚パタン①を一定時間のあいだ呈示する (例：5秒)．そ

の後，一瞬のブランクを挟んで，ランダムさが中程度の

視覚パタン②を短く呈示すると (例：0.3 秒)，観察者に

はその視覚パタン②が実際よりも整列して視える． 

 
２．研究の目的 
 上述のパタンランダムネス残効の心理物
理学的特性とこれまでの神経生理学的知見 
(e.g., Grill-Spector. 2003; Murray & He. 
2006) を考え合わせると，視覚パタンのラン
ダムさの処理に外側後頭複合体 (LOC) と呼
ばれる脳領域が関与していることが予見さ
れた．本研究は，この独自の仮説の検証を通
じて，ランダムネス判断の神経基盤を明らか
にすることを目的とした．加えて，ランダム
ネス判断に関わる心理物理学的知見の拡充
も目指した． 
 
３．研究の方法 
 上述の仮説検証のため，機能的磁気共鳴画
像法 (fMRI) による脳機能測定を実施した．
fMRI 測定中，実験参加者は，2次元ドットパ
タンのランダムネス判断，および統制条件と
してコントラスト判断を行った． 
 これらの課題間で，実験参加者の脳活動を
対比することにより，ランダムネス判断特有
に関連する脳部位を特定した．さらに
Psychophysiological Interaction (PPI) 解
析を行い，関連脳部位間の機能的結合を検証

した． 
 また心理物理学的測定も行い，fMRI 測定中
に実験参加者が行う課題の洗練化と効率化
を図った．さらに，ランダムネス判断に関わ
る新たな心理物理学現象の発見を目指し，仮
説や事前計画に制約されない探索的なアプ
ローチも採用するなど，多角的な実験も試み
た． 
 
４．研究成果 
 fMRI 測定の結果 (※現在のところ未刊行
のため，結果のうち幾つかについては詳細を
伏す)，本研究の仮説どおり，ランダムネス
判断に関連する脳活動が LOC に認められた．
また LOC に加えて頭頂-前頭領域にランダム
ネス判断に関連する脳活動が観測された．
PPI 解析によって関連脳部位間の機能的結合
を検証した結果，視覚パタンのランダムネス
判断に視-触覚マルチモダルネットワークが
関与していることが示唆された．  
 心理物理学的測定では，インターネットに
よる 1800 名以上の老若男女を対象とした調
査から，同程度のランダムさのパタンをみた
ときに，男性より女性の方がそれをランダム
だと感じ易く，また 40 才以下に比べて 60 才
以上の方がそれをランダムだと感じづらく
なることを明らかにするなどの成果を得た． 
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